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は優れていたとしても、学習者の出身国には関心を持って
いないのではないかという印象を与えては、教壇に立つ者
にとって不可欠な学習者からの信頼を得ることは困難であ
る。学習者の背景についての基礎知識が必要なことは海外
実習に限ったことではないが、海外実習の場合にはこうし
た知識について学習者が抱く実習生への期待がより大きい
と感じられる。また、国立国語研究所（2000、p.19）の
調査結果に見るように、海外実習はその６割が東アジア諸
国で行われている。日本語教育の歴史を含め、当該国と日
本との関係について、一定の知識があることが望ましいだ
ろう。dは学習者の学習動機や学習環境、卒業後の日本語
の生かし方などの理解、eは学習者にとってなじみのある
学習・教授スタイルの理解で、いずれも受け入れられやす
い教室活動を計画するうえで必要な情報といえる。fもい
かなる状況下で実習を行う実習生にも必要な能力であるが、
海外実習の場合、学習者ではなく教師のほうが異文化に入っ
ていくことになり、実習活動以外の部分でも心身にストレ
スを受けやすく、一層必要性が増すと考えられる。
以上は、筆者がこれまでに実習指導を担当するなかで必
要性を感じたものや、実習生らから聞かれた意見をもとに
挙げたものにすぎない。実際に必要な指導内容を把握する
うえでは、受け入れ先の教員や学習者、実習を終えた実習
生への調査をもとに検討するのがより適切であろう。
５．おわりに
最初に述べたように、日本語教員養成において日本語教
育実習は教師としての成長を促す場として重視されている
が、実習生が実習を通して得る収穫に事前指導の質が影響
することは言うまでもない。本稿では、実習をより有効な
ものとするために実習プログラム直前の事前指導に加える
べき視点や内容について検討してきたが、こうした知識や
能力をどのような方法で指導したり、学習を促したりする
かという具体的方法の再検討も必要である。今後は実習先
別の指導内容の吟味とともに、指導方法についても考えて
いきたい。
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